




















Gimson’s Pronunciation of Englishの

























































ギ リ シ ア 語 で 文 字 を 意 味 す るγρα´μματα
［grammata］は、分節化された発話の最小
で不可分な要素στοιχειˆα［stoikheia］と同一
視 さ れ た。 こ のστοιχειˆαは、 そ の 形 態





（Kemp 22006: 9, 472; Robins 1957）。
　アリストテレスは『詩学』において、「聴こ
える」（“α´κουστη´ν”［“akoustēn”］）か否か、












ア レ キ サ ン ド リ ア の 修 辞 学 の 教 師、
Dionysius Thraxの 作 と み な さ れ て い る
Tekhnē grammatikēで は、 具 体 例 と し て、















KempがJohn Wallis Grammar of the 





































くる。」（“m impressis invicem labiis mugitum 
quendam intra oris specum attractis naribus 
dabit.”）と、nは「nは口蓋の下で舌が口蓋に
くっついて鼻と口の両方の息で吐き出され
る。」（“n uero sub conuexo palati lingua 












価として使われている（Allen 21978: 27-30; 
Allen 31987: 33-39）。しかし、古典期には［ŋ］
は独立した音素として存在せず、その音価を
（m）, ν（n）, ρ（r）, σ（s）が、第三の範疇にπ（p）, 









（ 黙 音 ） に 分 け た。 例 え ば、Priscianusは、
Institutiones grammaticae（Keil 1855: 2, 9）
にて、vocales（a, e, i, o, u）を「それ自体
で 声 を 生 み 出 す 」（“per se voces 
perficiunt”）音と定義しているのに対して、
consonantesを「それら［母音］とともに生
み 出 さ れ る 」（“cum his［vocalibus］
proferuntur”）音とみなした。semivocales（f, 
l, m, n, r, s, x）は「完全には声を有すること
のない」（“plenam vocem non habent”）子
音で、mutae（b, c, d, g, h, k, p, q, t）は「まっ
たく声を有さないことはないが、わずかに声
を 有 す る も の 」（“non quae omnino voce 


























し て「 半 母 音 」（half vowels, semivowels）
と い う 範 疇 を 設 け て い る。HartはAn 
Orthographie（1569: 36a-40b, 41b-42b, 67a）
にて、子音を４つの範疇、つまり（1）「息の
閉鎖でつくられる」（“made with a stopping 
breath”）子音（b, p, d, t, g, k, dʒ , tʃ）（67a）、
（2）「継続して均一した息を有する」（“have 
a continual uniform breath”）子音（ð, þ; v, 
f ; z, s）（59a）、（3）liquids（流音）あるいは




































uerum ‘n’, sed adulterinum”） と 解 釈 し、
その理由を「仮にそのような音［通常のn］
だったならば、舌は口蓋［硬口蓋］に触れる

















3. 1. John Wallisの鼻子音の分類と記述
　Grammatica Linguae Anglicanae（1st 
ed. 1653; 6th ed. 1765）9 において、Wallisは
三分法に基づく秩序立った言語音の体系を築
いている。子音はその調音位置の観点から、
labiales（唇音）（P［p］, B［b］, M［m］, F［f］, 
V［v］, F［ʍ］, W［w］）、palatinae（口蓋音）
（T［t］, D［d］, N［n］, S［s］, Z［z］, Th［θ］, 
Dh［ð］）、gutturales（喉音）（C［k］, G［g］, 




（黙音）（P, T, C, F, S, Ch, F, Th, H）、息が口
腔と鼻腔に等しく放出される子音である















に「 喉 頭 と 気 管 の 振 動 」（“tremula . . . 























（1594: 174）, 17世 紀 で はGill（1619: Jiriczek, 
ed. xlvii）, Hodges（1644: 217）などがいる










こ の 点 に つ い てJohn Wallis, John Wilkins









音位置で完全に閉鎖される子音（P, B, M, T, D, 
N, C, G, Ñ）と息は閉鎖されないが絞られ放
出される子音（F［f］, V, S, Z, Ch, Gh, F［ʍ］, 
W, Th, Dh, H, Y） に 二 分 す る。 前 者 は
consonae clausae（ 閉 じ た 子 音 ）、 後 者 は
consonae apertae（開いた子音）と呼ばれて
いる（14）。後者はさらに、息が横長の隙間
から吐き出される子音（F［f］, V, S, Z, Ch, 
Gh）と息が丸い穴のようなものから吐き出
される子音（F［ʍ］, W, Th, Dh, H, Y）に分





























































3. 2. John Wilkinsの鼻子音の分類と記述
　WilkinsのAn Essay towards a Real 






T［t］, P［p］, G［g］, D［d］, B［b］）とbreathing
（息を伴う音）（その他の子音と母音から成る）
に二分され、さらに後者は鼻腔に息が通る音























い「 息 を 伴 わ な い 」（“non-spiritous or 





られる」（“Si vero Spiritus totus（vel ipsius, 
si ita placet, pars praecipua）ad nares 
d i r i ga tu r（aёrem ,  i n  o r i s  c oncavo 
manen t em  s o l ummodo  i n  t r an s i t u 
concutiens）; obturatis tantum Labiis 
formantur M ”）と説明され、この音がギリ
シア語μ, ヘブライ語 , アラビア語Mimと同
音としている（16）。両唇音である。Nの音
は「閉鎖が口蓋の前部に生じると」（“Sin 








nempe linguae extremo ad plati partem 
anteriorem, seu, quod idem est, superiorum 
dentium radices”）（15）形成されると説明
していることから、［n］の調音点は「上歯の
根 元 」（“superiorum dentium radices”） つ
まり歯茎とみなしてよいと思われる。Ñの音
は 閉 鎖 が「 喉、 つ ま り 口 蓋 の 奥 で 」（“in 
Gutture（hoc est, in posteriori palate 
parte）”）生じて形成される音と定義し、こ











ら の み 吐 き 出 さ れ る 」（“（N）is Tinnitus, 
when the breath is sent out, the Limbus of 
the Tongue being fixed towards the Gums, 
or bottom of the upper Foreteeth. In the 
pronouncing of this, the breath is emitted 
















部分による閉鎖」（“an appulse of the Root 

























S［s］; ZH［ʒ］, SH［ʃ］; N, HN; GH［ɤ］, Ch［χ］; 
Ng, Ngh）に二分される。labialはさらに口音




舌先で調音される音は口音Dh, Th; L, Hl; R, 
















（“（m）is mugitus, the natural sound of 
Lowing, when the Lips are shut, and the 
















るが、L’, R’とM, N, Ng以外の鼻音は、その
発音が難しく、耳障りであるなどの理由から、
































3. 3. William Holderの鼻子音の分類と記述
　William HolderはElements of Speech
（1669）にて口蓋垂の役割を「息が鼻に至る
通 路 を 開 閉 す る バ ル ブ 」（“Valve, which 





に鼻へと通過する」（“When the Uvula is 
opened, and the voice passeth into the 
Mouth, and is there Articulated, and at the 







有声音（vocal） / 無声音（spirital）、口音（ore-）/ 
鼻音（naso-）に基づいて、４つの範疇、つまり、
（ore-）spiritual（無声の口音）、（ore-）vocal（有
声 の 口 音 ）、naso-spirital（ 無 声 の 鼻 音 ）、
naso-vocal（有声の鼻音）に分けられる。具
体的には、（ore-）spiritualには９音P［p］, T［t］, 





］、（ore-）vocalにも９音B［b］, D［d］, G［g］, 





3. 4. Christopher Cooper の鼻子音の分類と
　　 記述
　Christopher CooperがThe English 
Teacher（1687）にて提唱している子音体系
では、まず子音は閉鎖の程度に応じて、息の








に二分される。the first rank of consonantsは
semivowels（半母音）とapirated（気音）に、










194）。 鼻 子 音 が 属 す るthe first rank of 
consonantsは、その後、呼気が「鼻孔を通過














の範疇に分類される。B, P, M’, Mはlabial、D, 













方を同時に通過する」（“The Breath hath 




（“the voice is stopt, and onely mumures 

















深 い。 彼 は 調 音 点 が 両 唇 で あ る 子 音 を、
semivowel, aspirated, semimute, muteの順に
M, Hm, B, Pと列挙しているが、この表にはM, 
Hmが鼻音であるという記述はない。舌音に
おいては、調音点が上歯である子音について

































framed by emitting the breath through the 








は、「舌先」（“the top of the Tongue”）が「上





（“the root of the tongue”）が「口蓋の奥の































































































８．［ŋ］について、P. G.（1594: 174）は“N. ante G. 
medium quiddam sonat, inter N. et G. ut Anger.”
（Dobson 21985: 1, 33） と、Hodges（1644: 217）
は音節の終わりの“ň”（Dobson 21985: 1, 170-01）
と記述している。Gill は1619年の版には［ŋ］に
対して特別な記号を用いたが、1921年の版ではそ
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